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「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的
人

権
お
よ
び
自
由
を
遵
守
し
確
保
す
る
た

め
に
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
と
す
べ

て
の
国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
目

標
と
し
て
、
昭
和　

年（
１
９
４
８
年
）

２３

　

月　

日
の
第
３
回
国
際
連
合
総
会
で

１２

１０

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て

国
連
は　

月　

日
を
「
人
権
デ
ー
」
と

１２

１０

定
め
、
加
盟
国
に
対
し
、
人
権
擁
護
活

動
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
行
事
を
実

施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
、
毎
年　

月
４
日
か
ら

１２

　

日
ま
で
を「
人
権
週
間
」と
し
て
定
め
、

１０そ
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　

町
田
市
に
お
い
て
も
基
本
的
人
権
の

尊
重
啓
発
の
た
め
様
々
な
事
業
を
実
施

す
る
ほ
か
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

社
会
の
高
齢
化
が
極
め
て
急
速
に
進

み
、
平
成　

年
に
は
４
人
に
１
人
が
高

２７

齢
者
と
い
う
超
高
齢
社
会
が
到
来
す
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
高

齢
社
会
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
在
宅
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
介
護
保
険

制
度
な
ど
の
様
々
な
施
策
を
推
進
し

て
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
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会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
地
域
の
中
で
普

通
の
暮
ら
し
が
で
き
る
社
会
に
と
い
う

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
は
い

ま
だ
完
全
に
実
現
さ
れ
て
い
る
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
条
例
を
策
定
し
、
様
々
な
施

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
の
役
割
を
固
定
的
に
と
ら
え
る

人
々
の
意
識
は
今
な
お
社
会
に
根
強
く

残
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
、
家
庭
や

職
場
で
種
々
の
男
女
差
別
を
生
む
原
因

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夫
等
か
ら
の
暴
力
や
職
場
等

で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
の
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」
の
問

題
も
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。
市
で

は
、
２
０
０
１
年
に
「
男
女
平
等
参
画

都
市
宣
言
」
を
行
い
、
男
・
女
と
い
う

性
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
す
べ
て

の
市
民
の
基
本
的
人
権
が
守
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
間
に
お
け
る
陰
湿
か

つ
執
拗
な
「
い
じ
め
」
は
依
然
と
し
て

全
国
各
地
で
多
発
し
て
お
り
、
教
師
に

よ
る
体
罰
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ま
た

親
な
ど
の
保
護
者
に
よ
る
虐
待
行
為
に

よ
り
、
児
童
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
等
、

大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
「
青
少
年
健
全
育
成
都
市

宣
言
」
や
「
子
ど
も
憲
章
」
を
制
定

し
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め
に
各

種
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

部
落
差
別
は
日
本
社
会
の
歴
史
的
発

展
の
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
身
分
階
層

構
造
に
基
づ
く
差
別
に
よ
り
、
日
本
国

民
の
一
部
の
人
々
が
長
い
間
、
経
済

的
、
社
会
的
、
文
化
的
に
低
位
な
状
態

を
強
い
ら
れ
、
我
が
国
固
有
の
重
大
な

人
権
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の

一
人
ひ
と
り
が
、
同
和
問
題
を
自
分
自

身
の
課
題
と
し
て
、
そ
の
解
決
に
向
け

て
努
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
講
演
会
や
映
画
な
ど
を
通

し
て
啓
発
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　

ア
イ
ヌ
の
人
々
は
、
固
有
の
言
語
、

伝
統
的
な
儀
式
、
祭
事
や
多
く
の
口
承

文
学
（
ユ
ー
カ
ラ
）
な
ど
の
独
自
の
文

化
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
イ
ヌ
の
人

々
に
対
す
る
理
解
が
十
分
で
は
な
い
た

め
、
差
別
や
偏
見
が
依
然
と
し
て
存
在

し
ま
す
。

　

法
務
省
で
は
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対

す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
る
よ
う
各
種

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

我
が
国
で
も
国
際
化
時
代
を
迎
え
、

在
留
す
る
外
国
人
も
急
増
し
、
言
語
、

宗
教
、
生
活
習
慣
等
の
違
い
か
ら
就
労

に
際
し
て
の
差
別
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
へ

の
入
居
拒
否
な
ど
様
々
な
問
題
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
町
田
国
際
協
会
を
設
置

し
、
外
国
人
と
の
地
域
に
お
け
る
友
好

交
流
事
業
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
、
ハ
ン
セ
ン
病
、
結
核
な
ど

の
感
染
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
理

解
が
十
分
に
普
及
し
て
い
る
と
は
い
え

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
に
つ
い
て
は
正
し
い
知
識
の

普
及
や
医
療
体
制
の
充
実
な
ど
が
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
な
ど
の
十
分
な
配
慮
と
と
も

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ン

セ
ン
病
に
つ
い
て
は
患
者
及
び
元
患
者

に
対
す
る
偏
見
や
差
別
と
い
う
不
幸
な

歴
史
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

法
務
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
対
す
る
偏

見
、
差
別
を
な
く
す
よ
う
各
種
啓
発
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　　

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
や
そ
の
家

族
に
対
す
る
偏
見
に
は
根
強
い
も
の
が

あ
り
、
就
職
に
際
し
て
の
差
別
の
問
題

の
ほ
か
、
悪
意
の
あ
る
う
わ
さ
の
流
布

な
ど
の
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
刑
を

終
え
て
出
所
し
た
人
が
、
社
会
の
一
員

と
し
て
円
滑
な
生
活
を
営
む
た
め
に

は
、
本
人
の
強
い
更
正
意
欲
と
あ
わ
せ

て
、
家
族
、
職
場
、
地
域
社
会
の
理
解

と
協
力
が
必
要
で
す
。

　

法
務
省
で
は
、
こ
の
よ
う
な
偏
見
や

差
別
を
な
く
す
よ
う
啓
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
世
界
各
国
に
お
い

て
禁
止
法
が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
不
当

な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
広
が
っ

て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
偏
見
や
差
別

を
受
け
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
法
務

省
で
は
、
こ
の
よ
う
な
偏
見
や
差
別
を

な
く
す
よ
う
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

人
権
が
尊
重
さ
れ
差
別
の
な
い
明

る
い
社
会
を
作
る
に
は
、
一
人
ひ
と

り
が
人
権
を
正
し
く
理
解
し
、
行
動

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
市
で

は
、
人
権
週
間
を
記
念
し
て
「
講
演

と
映
画
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　
　

月
７
日
（
土
）
午
後
１

１２

時
〜
４
時

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム　

○
内
容
・
講
師　

「
身
近
な
国
際
交

流
の
勧
め
〜
日
本
社
会
の
国
際
化
と

人
権
問
題
」
＝
桜
美
林
大
学
国
際
教

育
セ
ン
タ
ー
長
・
ブ
ル
ー
ス
・
バ
ー

ト
ン
氏
／
人
権
啓
発
映
画
「
風
の
ひ

び
き
」

○
定
員　

１
８
８
人

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
枚

３
人
ま
で
）
に
「
講
演
と
映
画
の
集

い
参
加
希
望
」
と
書
き
、
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
入
場
希
望
者
数
・

返
信
用
ハ
ガ
キ
に
あ
て
先
を
明
記

し
、　

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
福

１１

２７

祉
総
務
課
（
〒　

－

８
５
２
０
、
中

１９４

町
１－

　

－

　

、11
７
２
４
・
２
１
３

２０

２３

３
）
へ
。

※
車
い
す
使
用
者
等
介
護
者
が
付
き

添
う
場
合
に
は
介
助
者
数
を
明
記
し

て
下
さ
い
。

※
こ
の
催
し
は
手
話
通
訳
・
字
幕
で

も
ご
案
内
し
ま
す
。

人
権
を
考
え
る

人
権
を
考
え
る

「
講
演
と
映
画
の
集
い
」

「
講
演
と
映
画
の
集
い
」
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秋
山
庄
太
郎「
花
」写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
者
が
決
定

□問
 

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
（
薬
師
池
公

園
内
）
11
７
３
６
・
８
２
８
１

　

フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
開
館
３
周
年
を
記

念
し
て
開
催
さ
れ
た
秋
山
庄
太
郎

「
花
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
が

　

月　

日
、
港
区
の
秋
山
庄
太
郎
ス

１０

１７

タ
ジ
オ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
か

ら
「
花
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
応
募

の
あ
っ
た
３
６
３
人
、
１
２
１
７
点

（
う
ち
、
町
田
市
民
３
９
１
点
）
の

中
か
ら
入
選　

点
（
う
ち
、
町
田
市

４６

民　

点
）
が
選
ば
れ
、
そ
の
内
、
秋

１１
山
庄
太
郎
賞
に
は
岡
山
県
の
加
藤
晶

子
さ
ん
、
町
田
市
長
賞
に
図
師
町
の

大
澤
弘
さ
ん
（
＝
写
真
）
、
町
田
市

議
会
議
長
賞
に
世
田
谷
区
の
宮
崎
迪

さ
ん
、
富
士
フ
イ
ル
ム
賞
に
南
つ
く

し
野
の
内
藤
武
通
さ
ん
な
ど
が
決
定

し
ま
し
た
。

　
　

月
２
日
に
薬
師
池
公
園
の
町
田

１１
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
で
授
与
式
が
行
わ

れ
、
各
入
選
者
に
は
賞
状
、
副
賞
な

ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
入
選
作
品
展
が
同
サ
ロ
ン
で

　

日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
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犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
に
対
す
る

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
や
名
誉
毀
損
は
、

そ
の
置
か
れ
た
状
況
や
負
担
の
重
さ
か

ら
、
泣
き
寝
入
り
せ
ざ
る
を
得
な
い
場

合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

法
務
省
で
は
、
そ
の
人
権
の
配
慮
と

保
護
を
図
る
た
め
、
各
種
啓
発
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い
、

差
別
を
助
長
す
る
表
現
や
有
害
な
情
報

の
掲
載
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

法
務
省
で
は
、
個
人
の
名
誉
に
関
す

る
正
し
い
理
解
を
深
め
る
た
め
の
各
種

啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

高
齢
者
を
大
切
に
す
る

心
を
育
て
よ
う

障
が
い
の
あ
る
人
の
完
全
参

加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

部
落
差
別
を
な
く
そ
う

性
的
指
向
を
理
由
と
す

る
差
別
を
な
く
そ
う

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
等
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う

外
国
人
の
人
権
を
尊
重

し
よ
う

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す

る
理
解
を
深
め
よ
う

刑
を
終
え
て
出
所
し
た

人
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う

ブ
ル
ー
ス
・
バ
ー
ト
ン
氏

町田市長賞　作品名「盛夏」　花名 むくげ　大澤　弘氏（図師町）

　

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
を
代
表
す
る
ダ

・
ヴ
ィ
ン
チ
を
テ
ー
マ
に
教
育
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
考
案

し
た
科
学
作
品
の
縮
小
模
型
や
「
ビ

ル
・
ゲ
イ
ツ
手
稿
」
と
も
呼
ば
れ
る

手
稿
の 
稀
覯 
本
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

き
こ
う

特
に
、
小
・
中
学
生
を
お
持
ち
の
保

護
者
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
金
）
午
後
４

１１

２９

時
〜
５
時　

分
３０

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
内
容　

「
自
然
観
察
か
ら
始
ま
っ

た
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
科
学
」
＝
国
立

科
学
博
物
館
理
工
学
研
究
部
長
・
佐

々
木
勝
浩
氏
／
「
人
類
の
歴
史
的
遺

産
と
呼
ば
れ
る
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
手

稿
」
＝
学
習
院
大
学
名
誉
教
授
・
裾

分
一
弘
氏

○
申
し
込
み　
　

世
紀
の
町
田
の
文

２１

化
教
育
を
ひ
ら
く
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
、

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
会
事
務
局
（
子

ど
も
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
11
７
２
２
・

２
６
９
２
）
へ
。

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

た
人
権
侵
害
は
止
め
よ
う


